


鋼材の強度と靭性を融合させた木造軸組工法用の狭小耐力壁
「バーリング面材（薄鋼板1mm×円筒状突起）」→壁倍率6倍相当の高耐力を実現

TN-WOLSHシリーズ
（木軸+軽量鋼ハイブリッド工法）

バーリング加工
（円筒状突起）

TN-WOLSH Beam
ティーエヌ ウォルシュビーム



①オープン工法の狭小耐力壁

②壁倍率6倍相当の高耐力+高靭性

③使えるシチュエーションが多様

④特殊設計・特殊施工不要

⑤建物軽量化に寄与



①オープン工法の狭小耐力壁
○開口や建物構造耐力を確保しやすい狭小耐力壁

→Burring Wallは
「もう少し開口がほしい。。。」
「耐力壁を増やしたい。。。」
といったときに便利です

○誰でも使えるオープン工法
→ユーザー登録や入会金等の条件なしでどなたでもご使用できます。



②壁倍率6倍相当の高耐力+高靭性
小・中地震時にはバーリング面材の強さ（強度）を活かして建物の変形を抑制します。
大地震時はバーリング面材の粘り（靭性）を活かして建物の倒壊を抑制します。



③使えるシチュエーションが多様
・横架材間内法寸法が「1860〜3340mm」まで使用できますので

住宅や一部の非住宅でも使用できます。

→例えば階高3500mmの建物でも使用できます。
その場合、構造用合板耐力壁では耐力壁⻑さが700mm（※1）ほど必要ですが
Burring Wallでは耐力壁⻑さが455mmですので開口が245mm大きく取れます（700mm-455mm）。

※1 面材耐力壁の縦横比制限5：1から算出
※3500mm÷5＝700mm
※「木造軸組み工法住宅の許容応力度設計」より引用



③使えるシチュエーションが多様
・在来工法、金物工法問わず、壁勝、床勝問わず使用できます。



④特殊設計・特殊施工不要
→専用の検定シートや配置ルール無しで使用できます。
→バーリング面材は1mm厚の薄鋼板を使用しています。

丸鋸による現場裁断と釘打ち機による釘打ちが可能です。

※切断時は鉄鋼用
チップソーを推奨



⑤建物軽量化に寄与
仮に構造用合板の狭小耐力壁があったとしたら。。。
片面張り2.5倍、両面張り5倍
（単純にこのような壁倍率にはなりませんが。。。）

Burring Wallは片面張りで壁倍率6倍相当ですので
構造用合板2枚分の性能があるイメージです。

例えば狭小耐力壁で
横架材間内法寸法が2600mmだった場合。。。

・構造用合板2枚 ：8.90kg（比重0.55で算出）
・Burring Wall1枚 ：5.88kg（比重7.9で算出）

→約34％減
建物重量が増えると地震力が大きくなります。
断熱材など建物重量が増大している中で
Burring Wallは建物軽量化に寄与できます。



■構成
○バーリング面材

→品番選定・⻑さカット

○パネル骨組み
→枠材カット

○パネル作成
→釘打ち

○木軸材にパネルを入れ込む

○木軸材とパネルの接合
→専用ビス



■バーリング面材品番説明
バーリング面材は「柱材間内法寸法（柱基本断面寸法）」と
適用できる「横架材間内法寸法」によって品番が分かれています

品番例：BW455-105H2600

配置するところの
横架材間内法寸法に合わせて
バーリング面材を切断します

柱材基本断面

適用範囲最高の横架材間内法寸法



■木材規格



■使用接合具・配置ルール



釘位置刻印

切断範囲刻印

品番・適用寸法

接合具仕様

施工方法



■耐力値（換算壁倍率）

横架材間内法寸法別に
耐力値（換算壁倍率）を
設定しています。



■施工
基本的にはパネル作成後に木軸材に入れ込みます（面材がたわんでしまうため）。
面材がたわまなければ他の施工方法でも可とします。

パネル入れ込み 面材に枠材を部分的に付けて入れ込み 面材に補強材を付けて面材を貼る



■施工
基本的にはパネル作成後に木軸材に入れ込みます。

（面材がたわんでしまうため）
面材がたわまなければ他の施工方法でも可とします。

たわまないようにそのまま面材を貼る

【施工事例あり】
たわまなければこの方法が合理的



■事例：タツミパレット倉庫
※いつでも見学できます


